
リンク・プログラム

▲詳しくはこちら

2022年度から始まった「リンク・
プログラム」。所属学科の専門科
目とは別に、他学科科目を受講
することで修了認定が受けられ
る制度です。文学部の学生であ
れば誰でも認定を目指すことが
できます。様々なことに興味を
持っている人は多いと思います。
是非、幅広い知識を身につけて
ください。（修了すれば、修了認
定書と素敵な記念品が貰えま
す。）

2024年11月30日～12月8日

甲 南 映 画 祭

▲詳しくはこちら

文学部
Faculty of Letters
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文学部
Faculty of Letters
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文学部の年末恒例イベント、甲
南大学映画祭、第2回のテーマは
＜居場所はどこ？＞。『移民』にま
つわる映画の上映会と、上映映画
の監督をゲストに招いたトークイ
ベントを実施し、学生や地域の映
画ファンに「自分の居場所とは」に
ついて考えていただく機会となり
ました。また昨年の映画祭で予告
編を公開した「2025年大阪・関西

万博」で上映する
新作映画のプレ
ミア上映会も行
いました。

「八月の狂詩曲」を
解説する出口先生です !

「ぶんたすプロジェクト」をはじめ5学科の活気あふれる１年間の
活動をご報告します。「ぶんたすプロジェクト」とは「ぶん」学部の
多様な学びを「たす」プロジェクトです。
さらに詳しい内容を知りたい時には、二次元バーコードから活動
の詳細が見られます。ぜひアクセスしてみてください。

FACULTY OF LETTERS

活動のまとめ
甲南大学 文学部

2024
年度

挑戦してみよう！





一般の方も多数

ご参加下さいました

井野瀬久美恵教授の
最終講義を開催しました

2024年7月17日

▲詳しくはこちら
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７月、英語英米文学科で33年に
渡り教鞭をとって下さった井野
瀬久美恵教授の最終講義を開催
しました。井野瀬教授はイギリス
史、とくに大英帝国史をご専門と
され、これまでに『大英帝国とい
う経験』(講談社学術文庫)など
多数の著書を世に出されていま
す。当日は最新の英国事情を交
えた最終講義に約300人ほどの
聴衆が聞き入りました。　

卒業生も多数、
参加して下さいました！

今年も開催！「英語サミット2024」
戸田愛さんご講演&大クイズ大会

谷口真由美さんを
お招きした講演会を開催

愛知学院大学の星ゼミと
合同ゼミを開催しました

2024年12月18日

▲詳しくはこちら

英語英米文学科
Department of English Literature and Language
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英語英米文学科
Department of English Literature and Language
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英語英米文学科
Department of English Literature and Language
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英語英米文学科
Department of English Literature and Language

文学部・英語英米文学科の岩井
ゼミでは、12月に愛知学院大学
文学部の星ゼミと合同ゼミをお
こないました。岩井ゼミからは今
年のテーマである中国系米国在
住の作家イーユン・リーの発表
が、星ゼミからはグレアム・グリー
ンらについての発表がなされま
した。発表後には甲南大学のお
洒落な食堂にて懇親会が催され
親睦を深めました。

2024年12月21日

英文科の恒例行事「英語サミッ
ト」が今年も開催されました。各
界で活躍する卒業生をお招きす
る講演会、今年は旅行会社「とこ
とこあーす」を立ち上げた戸田愛
さんに登壇頂きました。バイタリ
ティあふれる生き方に大変な刺
激をもらいました。講演後は学生
団体KEALLによるクイズ大会。
先生の意外な一面が出題された
りと、大盛り上がりな会となりま
した。

この後、 宿舎で
遅くまで語り合いました！

つぎつぎ出てくる
面白い体験談

「大阪のおばちゃん」としてマスメ
ディアでもご活躍の法学者・文化
人の谷口真由美さんをお招きし
た講演会を甲南英文学会の40周
年記念行事として開催しました。
「これからの社会を生き抜き、変
えていくためのマインドとは」と題
したご講演で、谷口さんが実践さ
れている生き方のヒントを多数、

ご教授頂きました。
講演後の懇親会も
盛会でした。

▲詳しくはこちら

2024年10月26日



栗田ゼミのテーマは、「メイク・
ファッション・スイーツ・キャラク
ターグッズ」です。ゼミでは、「メイク
とファッション」「かわいい」「インフ
ルエンサー」の各班が、共通テーマ
をめぐって切磋琢磨の共同調査。
そしてパワーポイントを用いて研
究発表。SNSやウェブサイトの内容
分析、アンケート、インタビューなど
社会調査のスキルを培い、身近な

素材を通じて
社会学感覚を
磨きます。

▲詳しくはこちら

「推し活」を様々な
アプローチから探究する！

2024年9月2日 2024年11月5日

社会学科
Department of  Sociology

▲詳しくはこちら
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社会学科
Department of  Sociology
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社会学科
Department of  Sociology
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阿部ゼミでは、若者が「推し活」に
励む理由について、ゼミ生たちが
実際に「推し活」に使うグッズを
持ってきて、それをもとに考えまし
た。また、「推す側」ではなく「推さ
れる側」の立場に立って、「推し」
の行為を感情労働として捉え直す
ことで、見えてくることがありま
す。他にも、「推し活の地域間格
差」、「推し活と居場所」、「推し活
と恋愛」などの観点から、調
査、研究を進める学生もい
ます。

ゼミ生たちの
フレッシュな視点には
いつも驚かされます

「ポップで楽しく
かろやかな

高水準の研究！」 が
目標です

文学部社会学科の共同研究室・
図書室が新しくなりました！

2024年4月24日 2024年7月4日

メイク・ファッション・スイーツ・
キャラクターグッズで社会学しよう！

社会学科の共同研究室・図書室
（社学 LL）は、2023年7月末に
ラーニングコモンズとしてリノ
ベーションされ、机やイスを自由
に動かしてゼミ発表の場にも使う
ことができる場に生まれ変わりま
した。「フィールドワーク研究」の
授業の作品や卒業生のアートを
展示したり、社会調査関係の書籍
を充実させたり、ポップを作成し
たりと、この1年間で少しずつ社
会学科らしい場を作っています。

▲詳しくはこちら

帯谷ゼミでは「地域と環境のサス
テナビリティ」をテーマに掲げ、ゼ
ミ生がグループリサーチや個別研
究に取り組んでいます。2024年3
月のゼミ合宿では、2回生14人全
員が参加し、かつては産業廃棄物
不法投棄問題に直面し、近年では
現代アートによる地域づくりで注
目されている香川県の豊島（てし
ま）を訪れました。産廃の不法投
棄現場と資料館を見学し、現代
アートを展示する豊島美術館を訪
問しました。

瀬戸内海の離島で学ぶ
環境問題と地域再生

▲詳しくはこちら

ラーニングコモンズ
として生まれ

変わった社学 LL

社会学科
Department of  Sociology

  産廃問題に従事し

住民運動に

関わってこられた

石井亨さん（現土庄町議）に  

話を聞きました



哲学者エルザ・ドルラン講演会

人間科学科
Department of  Human Sciences

フランスから気鋭の哲学者エル
ザ・ドルランをお招きし、ご著書『人
種の母胎』（人文書院、2024年）の
翻訳刊行記念講演会を開催しまし
た。討論者に一橋大学名誉教授・
鵜飼哲氏にご登壇いただき、司会
は当学科西欣也教授、通訳は同著

翻訳を担当したファヨル入
江が務めました。今後も海
外の哲学者との積極的な
交流を深め、人文科学の
発展と活性化に貢献して
いきたい所存です。

▲詳しくはこちら

2024年5月20日16

「心理学×コミュニケーションAI」
プロジェクト

人間科学科
Department of  Human Sciences

野崎ゼミでは、企業と連携して、
コミュニケーションAIに関する心
理学の研究プロジェクトを実施し
ています。今年度は、学生が調査
を実施し、その結果に基づき今後
のコミュニケーションAIの開発に
活かせる内容をまとめ、
企業の方にプレゼンし
ました。このような取り
組みを通じて、心理学の
知見が社会とどのよう
な繋がりを持つのかを
学んでいます。

▲詳しくはこちら
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企業の方に
プレゼンテーション

ウミガメを知る旅　
伊勢湾フィールドワークに行きました！

▲詳しくはこちら

福井ゼミでは、学部生の学会発表
に挑戦する機会を提供しています。
2024年度は関西心理学会第135
回大会（大阪人間科学大学）にて、
4回生4名が口頭発表を行いまし
た。発表には、研究計画立案、デー
タ収集・分析、発表抄録の作成、ス
ライド準備など多くの過程を要し
ますが、この経験は卒業研究や今
後の進路にも大いに役立ちます。
今後も意欲ある学生を積極的に支

援していくつ
もりです。

▲詳しくはこちら

西ゼミではウミガメの生態や保護
についての基礎を学び、実地調査
として伊勢湾へフィールドワーク
を実施しました。「ウミガメネット
ワーク三重」の協力のもと、産卵
スポットの確認や講座を受講し、
ウミガメの生態や保護の課題に
ついて理解を深め、さらに鳥羽水
族館では、学芸員によるセミナー
で混獲問題などの実態を学びま
した。現地での学びを通じ、環境
保全の重要性を実感しました。

学部学生が学会発表を体験
 ―文学部人間科学科  福井ゼミ活動報告―

人間科学科
Department of  Human Sciences
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人間科学科
Department of  Human Sciences

2024年度通年授業 2024年度通年授業

2024年度通年授業
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2024年11月10日2024年4月13日

城下町ぶら歩き

2024年12月8日～9日 通 年

歴 史 文 化 学 科
Department of History and Culture

▲詳しくはこちら
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歴 史 文 化 学 科
Department of History and Culture
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基礎演習Iを受講する学科の1年
生全員で国立民族学博物館（み
んぱく）に見学に行きました。
９つのゼミごとに班を組んで展
示を見学し、お題のテーマに沿っ
て「実物」をじっくり観察して、そ
こから読み解いたことを持ち寄っ
てグループ発表しました。一年生
同士の距離も縮まり和気藹々と
した新歓イベントとなりました。

歴史文化学科での
学びのスタート

丹波篠山巡検（基礎演習II）

▲詳しくはこちら

昨年の生野銀山に続き、今年は丹
波篠山市の城下町に行きました。
これは歴文１年生を対象に実施
するバス巡検であり、日帰りで学
科の学びを体感する場所に出掛
けます。篠山城下町には、国史跡
の篠山城跡の周囲に、武家屋敷群
と商家群からなる重要伝統的建造
物群保存地区があり、当時の姿を
偲ぶことができます。当日は天気
にも恵まれ、班毎に分かれて散策

し、歴史や文化を
満喫しました。

みんぱく見学会（基礎演習I）

甲南大学 文学部
https://ch.konan-u.ac.jp/information/category-11/ 2025年3月発行

飛騨高山で
「フード・バリアフリー」を学ぶ

▲詳しくはこちら

歴史文化学科のいまを知る
「歴らぼ通信」と「歴らぼのWEBサイト」

▲詳しくはこちら

歴 史 文 化 学 科
Department of History and Culture

歴 史 文 化 学 科
Department of History and Culture
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中町ゼミでは、外国人観光客の受
入れに関する先進的な取組みで
知られる岐阜県高山市で調査合
宿を行いました。１日目は折から
の大雪に驚きつつ合掌造りの古
民家探訪、２日目は飛騨高山
フードバリアフリー協議会の方か
ら、地元の飲食店がどうやってム
スリムやヴィーガン、ユダヤ教徒
等の「食のタイバーシティー」に
対応しているかを
うかがいました。

「歴らぼのWEBサイト」では学科
の様々な活動を紹介中。講義や
ゼミの内容、「歴らぼ」活動、学生
や教員の取組など、多くの記事を
掲載しています。またそれらは

「歴らぼ通信」として定
期的に発行しており、
2025年2月現在で23
号となりました。記事は
随時追加されるので、
歴文の今を知ることが
できます。みなさんぜ
ひご覧ください！

学科の魅力が詰まった
「歴らぼ通信」 は

10号館5階で配付中

外国人に
人気の観光地、

その秘密は 「食」 にあり


